
弘前市にま♂ける農業水利の

地理学的考察

中 谷 慢

O はじめ民

近年、弘前の都市化は、大きく進行しつつ為る。都市化は、まず市誕地の農地讃廃にあら

われることと思われ、農地潰廃カ可7なわれれば、農地に付麗する設業水路にも影響が出てく

ることと考えられる。そこで弘前市節也の農業材IJを研究することにより、どのような地域

i亡、どんな影響が及ぼされているのか明らかにして行きたいと思うの

具体的には、弘前甫の市徳地の水路橋を、現在の求路網と昭和47年の水路網を民鮫する

ことで形態の変化を見ることと、水路の受益面積として、水田と水路の受益者の昭和 40年

から 5年ごとの地[K別の変化を比較していくとしサ方法をとった。

調査地域は、弘前市の市鶴イ凶域の中で岩木)11の右岸地域、行政地域では、弘前・祷水・

-堀越・豊田・和穂の地域である。

1 弘前市の地形

し、洪積台地上にある市南部と、その北部の沖積平野の部

分に分けられる O そして洪積台地を刻んで寺沢)11・-士淵1)11・大和沢JIIが流れ、西側には岩木

JlIが流れている。

市街地は、北部の和徳・弘前北部・豊田が沖積乎野に位置し、南部の清水・一千年・堀越 9

弘前期部が洪積台地上tこ位置している。傾斜は、高部が拐殺台地に位置しているため、少し

なっており、北部の方は、低平な沖穣平野に続いているため、南から北に向かつて、ま

ずこ商から東に向かってゆるやかに額斜している O

2. 弘前市の?を地幸IJ用

O士ゅ地利用について

弘前市内では、南部は果樹閣が多く、洪積台地を~~んでいる谷底:平野に小規模な水田が見

られ、北部の方へ行くにつれ低平な沖襲平野になるため求出が多く見られるo 地区別では、

清水・千年・堀越に果樹揺が多く、弘前。手掛・豊田に本田が多く見られる。

O持政区分上で見た求路絹について

行政区分上では、堀結・豊田・弘前・和徳に水路が多く昆られる。(第 l図参照)

。水路の歴史について

水路の発生ははっきりしないが、津軽藩成立以前にはこの付近の水吉もJろったことから、
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本路の原形もほぼ成立していたと思われる。このように水路の発生は、捧史的な条件と、地

形的な条件があったと思われるe

O本田の要水量について

水源オぜかま、岩木川が 3968万 3002m'て大和沢)111591万5831m'..士関川印l万 1884慌て

寺沢)11が 207万 29係 rrfで、水田で渡期されるのは、その内、岩木)11で66喝、 大和沢川 19

培、土糊)1121 $語、寺沢)1126務となっている。

O水系別の水蕗く第 1関参照、〉

大手駅111*.系方通ら流れる水蕗が最も多く、岩木JII水系の水路はあまり多く見られない9

3. 農業用水路の機能

O 弘前市の地区別における水田農家戸数と本部面積との 15 年間見おける比較(第2

このグラフは、昭和40年を 100として、 5年ごと記指数で表わしたものである。地[K内

て報少の著しいのは、戸数で辻弘前・清水地庄であり、面積では弘前・清水地区様であるn 弘

前地区において減少が著しいのは、一般住唱に変わっているのが多く、 i日車内であり宅地イと

されるのが最も早かったのが原因と思われるe また清水地区においては、水田からちんどへ

の転作と宅地色のため、面積・農家戸数の減少がおこったと思われる。

O 本諮の管理の変化

6つの地域で辻、いずれも滅多瀬向が兇られ、水路の管理にも影響がでてきているつ

弘前地誌では、半ば廃止きれている水路もある状態である。それによって江唆いなど水路の

清掃も、受益者が少なくなるにつれて行われなくなり、管理もかなりずさιιなってきてお

り、 ら行設備の管理に変わってきている。

O 水路の機能の変化

本語は、水田の藩鞍箪設としての機能をもち、水路の誇揚や整備は受益者が行立っていた。

しかし都市北によって水田の議廃・水路の放置などが起こると、市内においては、

としての機能よりも、下水や降水を襲める都市水路としての機能を持ってきてレるように思

われる o

4. 襲業用水路の形態

0 制策047年の水路と現在の本蕗の形態の比較

水路の形態を比較すると(第3関)、域東・和穂・ といった地域tこ変北がみられる c

城東て変化がみられるの辻、都市版画整理事業により、道路・パイパスの整備とともに、本

の整備も行なわれたためと思われる。和徳においても区画整理事業によって変化がおこっ

たと患われる由松原においては、調場整備事業が昭和 49 if.JV昭和 53年まで行なわれたた

27 

¥ 



第 1図 弘前市の水路網図
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めと思われるo

}}::.蕗は国有地であり、個人は勝手広変斐できなし、。その水路が変化するの:士、大規嘆な瞳

よるものと君、われる。

O 水系ごとの水路形態の変イヒ

← 30 
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地区ごとの変化が見られたの段、土問11・大和沢用水系に属する水路が多し、。これは、こ

の本系の水路が市内を通っているのが多く、広i画整理事業など都市化の影響を受けるためと

るo また、土訳書11・大和沢川水系の本蕗では、 岳然であり、 の数が多い

とし、う特教が為げられる o これは、大和沢.111・士割引が洪積台地を刻んでいるとし寸地形的

な条件、大和訳川は広い水源合持っていること、他に昔か

どのためと思われるむ

岩木JfI水系のすく路は、あまり変化がみられなし、口これは、土淵JII・大和沢民水系の

があったことな

水路ほど市内を通っていず、都高北の影響もあまり強くないことの龍に、 から取本口

をまとめてとる合口用水が昭和 47年以前にでき、ここから一貫

後の変北がみられないためと思われる。

っているので、その
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5. まとめ

今まで晃てきたことによ号、水路の機能試大きく変化してきている。それは、都子主化によ

って農地潰療がおこ号、水田に付属している水路の管理がずさんになってきているからであ

る。そして、市街地周辺の水田地域では、まだ水路の議誌は噂務腕設として残っているが、

市街地では、纏概としての機能よりも、都市本路としての機書きをもってきているように思わ

れる。

水路の形態では、市街地の水路は、土淵JlI・大和訳)11水系と岩木)11水系という 2つの地域

にわけられるo 岩木川本系のオ銘で、は、合口黒水路の下に他の用水路があり合理的な形態を

とっている。そしてあまり形態の変化があらわれていないのは、樹木JIIが一級河川であり、

水路の整備もよ主較した時期以前広行なわれていたためと思われる。士瀦JII.大和沢J1!:zK系の

水路では、昔からの水路の形惑をそのまま使っているため、水路は入り組み、教は多くなっ

ている。そのj二蔀子主化は進み汚れは毘立っている。このことから、都子同十婚が進めば、水路

の改修・整構法、この水系民農するのが多くなると思われる。

本研究をまとめるに島たり、御指導いただいた横山先生、水野先生在ちがに資料の収集に

御協力いただいた弘前市役所土地改良諜の方々に祭く感謝致しますっ
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